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雛
ン
ン
一

山 寺 小 学 校

げ
き

「
山

寺

物

語

」

昭
和
四
十
二
年
、

山
寺
小
学
校
全
員
に

よ
る
野
外
劇

「山
寺
物
語
」
が
発
足
し
た
。

以
来
三
十
余
年
、

絶
え
る
こ
と
な
く
、

し

か
も
年
々
改
善
さ
れ
な
が
ら
発
表
さ
れ
て

い
る
。

ｏ
狩
人
の
い
な
い
動
物
達
の
踊
り
の
場
面

か
し
ら

ｏ
磐
司
を
頭
と
す
る
狩
の
場
面

ｏ
慈
覚
大
師
来
村
、

狩
猟
を
や
め
さ
せ
、

農
業
を
教
え
る
場
面

ｏ
動
物
た
ち
の
喜
び
、

猪
踊
り
の
場
面

ｏ
石
切
踊
り
の
場
面

と
五
つ
の
場
面
構
成
で
、

山
寺
の
歴
史
の

あ
ら
す
じ
を
表
現
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
声

○
お
も
し
ろ
い
、

楽
し
い

ｏ
山
寺
の
歴
史
の
勉
強
に
な
る

ｏ
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
も
小
学
校
の
時

に
や
っ
た
ん
だ
っ
て
聞
い
た

ｏ
お
面
作
り
と
か
踊
り
と
か
苦
労
し
た
け

ど
、

そ
の
か
い
が
あ
っ
た

観
客
の
声

ｏ
孫
た
ち
の

一
生
懸
命
な
姿
に
感
激
し
た

ｏ
全
員
の
劇
で
す
ば
ら
し
い

ｏ
子
ど
も
の
笑
顔
が
た
の
し
い

ｏ
い
つ
ま
で
も
続
け
て
ほ
し
い

ｏ
芭
蕉
さ
ん
も
出
て
ほ
し
い

等
々
、

喜
び
や
賞
賛
の
声
が
圧
倒
的
で
あ

っ
た
。
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中
地
蔵
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、

広
域
営

農
団
地
農
道
整
備
事
業
に
伴
い
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

調
査
は
、

事
業
実
施
区
域
に
か

か
る
約
六
Ｏ
①
２ｍ

に
つ
い
て

コ
財
団
法
人

山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
発
掘
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

中
地
蔵
と
い
う
地
名
は
、

か
つ
て
は
山

寺
村
松
原
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和

二
十
二
年
頃
に

「中
地
蔵
」
と
命
名
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

標
高
は

一
九
〇

～

一
九
二

ｍ
を
測
り
地
形
は
北
東
か
ら
南

西
に
向
け
て
傾
斜
し
て
い
ま
す
。

当
地
の

立
地
条
件
は
古
代
の
人
々
に
と
っ
て
、

豊

か
な
自
然
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、

山
寺

付
近
に
於
け
る
奈
良
、

平
安
時
代
の
集
落

の
様
相
を
探
る
上
で
の
先
駆
け
的
な
も
の

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

山寺地区 戸数436戸  人 口 男 821人、女875人、計],656人  老 齢化率28%

発掘調査 >

麗 靭

今
回
の
調
査
で
は
、

平
安
時
代
の
堅
穴

住
居
跡
、

土
杭
、

清
跡
、

近
世
の
掘
立
柱

建
物
跡
、

畑
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
安
時
代
の
堅
穴
住
居
跡
は
三
棟
で
、

建
物
は
皆
同
じ
方
角
に
そ
ろ
え
て
あ
り
ま

す
。

炊
事
を
行
う
カ
マ
ド
が
備
え
ら
れ
、

煮
炊
き
に
用
い
た
土
師
器
の
甕
が
遺
さ
れ

た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、

鉄
製
品

も
出
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
出
上
し
た
遺
物
は
、

縄
文
土

は
　

じ
　

き

　
　

　

す

　

え

　

き

器
、

土
師
器
、

須
恵
器
、

石
器
、

石
製
品
、

卜
住
居
跡

金
属
製
品
、

古
銭
な
ど
で
、

縄
文
土
器
は

約
四
五
〇
〇
年
前
頃
の
縄
文
時
代
中
期
の

も
の
で
、

ほ
と
ん
ど
が
深
鉢
で
す
。

石
器

い
し

べ
ら

　

　

さ
く

き

　

　

い
し

さ

じ
　

　

さ
く

へ
ん

は
石
箆
、

削
器
、

石
匙
、

剥
片
が
出
上
し

ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
石
器
の
原
材
料
と

へ
ん
が
ん

な
る
頁
岩
は
当
地
に
は
見
受
け
ら
れ
ず
、

他
地
域
と
の
交
易
等
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま

れ
た
と
考
え
ら
れ
、

土
師
器
、

赤
焼
土
器
、

須
恵
器
は
約

一
二
〇
〇
～

一
一
〇
〇
年
前

の
平
安
時
代
に
作
ら
れ
た
物
で
し
た
。

古
銭
は
、

掘
立
柱
建
物
跡
の
柱
穴
か
ら

出
上
し
、
「文
久
永
賓
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、

江
戸
時
代
末
の
銭
貨
で
し
た
。

卜
カ
マ
ド
跡
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山寺はお米も果物も豊作

く
出
土
品
の
説
明

麗 顧

く
山
寺
小
　
６
年
生
見
学

こ
の
様
に
し

て
出
上
し
た
遺

構
、

遺
物
は
六

月
八
日
に
地
区

民
を
始
め
、

荒

谷
地
区
の
方
々
、

山
寺
小
学
校
の

六
年
生
、

考
古

学
者
等
、

多
数

の
方
々
の
参
加

を
得
て
調
査
担

当
者
よ
り
詳
細

な
説
明
が
行
わ

れ
、

遠
き
縄
文

時
代
に
思
い
を

馳
せ
ま
し
た
。

▲ 調 査 説 明 会 山形新聞社提供

▲ 遺跡のようす

宝
珠
の
し
ず
く
に
寄
せ
て

し
ず
く
第
二
号
な
つ
か
し
く
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
寺
の
祭
を
見
て
、

小
学
校
で
創
作

し
た

「山
寺
も
の
が
た
り
」
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

今
考
え
て
み
る
と
、

学
校

と
地
域
の
一
体
化
を
図
っ
た
実
践
だ
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
現
在
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

遠
足
の
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

自
然

の
豊
か
な
山
寺
は
、

自
然
と
共
生
す
る

中
か
ら

「生
き
る
力
」
が
育

つ
よ
う
学

校
も
地
域
も
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、

今
で
き
面
白
山
、

紅
葉
川
渓

谷
や
遊
仙
峡

へ
年
に
何
□
か
行

っ
て
い

ま
す
。

私
の
心
を
引
き
つ
け
て
は
な
さ

な
い
の
で
す
。

（要
約
）

山
形
市
　
大
山
　
明
夫
氏

宝
珠
の
し
ず
く
第
二
号
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

ス
ポ
少
の
い
き
い
き
し

た
表
情
、

老
人
施
設
、

地
区

ニ
ュ
ー
ス

等
、

た
い
へ
ん
楽
し
く
ま
た
、

羨
ま
し

く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
も
う
四
十

一
年
も
の
書
の
こ
と
な
の
に
な

つ
か
し

く
、

桜
の
山
寺
、

紅
葉
の
山
々
、

カ
ジ

カ
を
つ
か
ま
え
た
川
原
、

元
気

一
杯
の

子
等
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

山
寺
で
の

三
年
間
は
私
の
心
の
宝
物
で
す
。

山
形
市
　
渋
谷
　
明
子
氏
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山
寺
公
民
館
前
（宮
崎
）
の
県
道
に
沿

っ
て
植
え
て
あ
る
さ
る
す
べ
り
の
花
が

咲
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
山
形
市

美
化
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
、

三
年

間
に
渉
る
振
興
会
役
員
の
奉
仕
の
結
晶
。

宝
珠
山
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

十
月
五
日
か
ら
十
七
日
間
、

宝
珠
山

が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

更
に
幽
玄
の

趣
で
来
客
を
魅
了
し
た
。

山
形
市
で
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
が
集

中
し
た
た
め
で
あ
る
。

地
域
づ
く
り
先
進

会
議

・
青
年
会
議
所
全
国
大
会

・
ス
ポ
レ

ク

・
映
画
祭
等
で
山
寺
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

文化勲章の平山郁夫展  芭 蕉記念館で開催された(9～ 10月 )

！一一一一十一一一一一一一一一，一一一一一一一！一一！一一

〈山
寺
中
文
化
祭
～
温
故
知
新
～
）

観
光
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

山
寺
中
学
校
の
文
化
祭
に
今
年
度
初
め

て
、

観
光
案
内
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
加
え
ら

れ
、

昨
年
の
十
月
二
十
日
に
実
行
さ
れ
た
。

「生
徒

一
人
ひ
と
り
が
地
域
を
見
つ
め
直

し
、

観
光
客
の
人
に
も
山
寺
を
深
く
理
解

し
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
ね
ら
い
の
も
と
、

七
月
か
ら
準
備
を
開
始
し
た
。

当
日
、

山
寺
駅
前
に
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持

ち
、

腕
章
を
付
け
、

電
車
か
ら
降
り
て
来

る
観
光
客
を
迎
え
る
。

最
初
、

緊
張
と
不

安
が
あ

っ
た
も
の
の
、

班
ご
と
に
次
々
と

相
手
が
決
ま
り
、

大
成
功
に
終
わ
っ
た
。

後
日
、

学
校
の
方

へ
御
礼
状
と
写
真
が

多
く
寄
せ
ら
れ
、

皆
さ
ん
に
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
い
た
と
の
事
。

そ
の
御
礼
状
の
中

か
ら

一
部
を
紹
介
す
る
。

ｏ
真
紅
に
染
ま
っ
た
立
石
寺
は
皆
様
の
ガ

イ
ド
で
お
互
い
の
心
の
交
流
が
出
来
、

終

始
和
や
か
な
内
に
頂
上
に
登
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
（群
馬
県
太
田
市
）

ｏ
私
共
家
族
も
良
い
思
い
出
に
な
り
、

写

真
を
見
て
は
、

あ
な
た
が
た
の
素
朴
な
人

柄
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。（埼

玉
県
大
宮
市
）

ｏ
私
達
の
案
内
を
し
て
下
さ
っ
た
二
人
の

生
徒
さ
ん
は
皆
素
晴
ら
し
く
、

優
し
く
丁

寧
に
説
明
を
し
て
頂
い
た
お
か
げ
で
本
物

の
歴
史
に
触
れ
る
事
が
で
き
、　

一
時
間
程

の
急
な
山
道
も
疲
れ
を
も
忘
れ
る
程
、

楽

し
く
観
光
で
き
ま
し
た
。

（中
略
）
こ
の
様

な
行
事
を
計
画
さ
れ
た
校
長
先
生
を
は
じ

め
、

諸
先
生
方
に
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
（群
馬
県
太
田
市
）

ｏ
友
人
に
話
し
た
ら

「私
も
案
内
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
人
ば
か
り
で
す
。

来
年
も

企
画
し
て
も
ら
え
た
ら
と
願

っ
て
い
ま
す
。

（宮
城
県
仙
台
市
）

地蔵堂花壇愛好会

岩が大きく見える (立木伐採)
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夜
行
念
仏
復
興

講
中
会
員
の
減
少
に
よ
り
存
続
が
危
う

く
な
っ
て
い
た
が
、

地
区
内
有
志
者
の
働

き
か
け
に
よ
っ
て
会
員
二
十
二
名
に
よ
り

復
興
継
承
さ
れ
た
。

講
中
に
は
女
性
や
地
区
外
の
方
々
も
加

わ
り
、

文
化
庁
か
ら
は
無
形
文
化
財
と
し

て
調
査
、

記
録
作
成
の
要
あ
り
と
職
員
の

派
遣
が
あ
っ
た
。

対
面
石
前
に

「花
ひ
ら
く
」

千
手
院
道
路
改
良
工
事

延長 200m  仙 合ヘ

山寺 ,高瀬 ・楯山 ・鈴川消防合同演習 芦 沢にて(10月 )

道
幅
が
狭
く
車
の
す
れ
違
い
も
出
来

ず
し
か
も

一
方
は
壁
、

も
う

一
方
は
崖
と

い
う
危
険
な
道
路
で
あ
っ
た
が
、

写
真

の
様
な
立
派
な
道
路
と
し
て
誕
生
し
た
。

千
手
院
地
区
に
は
踏
切
と
か
拡
幅
を

要
す
る
と
こ
ろ
が
残

っ
て
い
て
、

早
急

な
補
修
が
待
た
れ
る
。

対
面
石
の
北
側
、

県
道
沿
い
に
「念
ず

れ
ば
花
ひ
ら
く
」
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

七
月
二
十
四
日
立
石
寺
貫
主
清
原
浄

田
大
僧
正
に
よ
り
入
魂
式
が
あ
っ
た
。

佛
教
詩
人
の
坂
村
真
民
さ
ん
（
９０
歳
）

は
、

佛
教
精
神
を
基
と
し
て
自
己
啓
発

・
社
会
奉
仕
を
実
践
し
て
お
ら
れ
る
。

疑
え
ば
　
花
ひ
ら
か
ず

信
心
清
浄
な
れ
ば

花
ひ
ら
い
て

佛
を
見
た
て
ま
つ
る

な
お
、

対
面
石
の
東
、

立
谷
川
を
見

下
せ
る
小
さ
な
簡
易
休
憩
所
が
作
ら
れ

た
。

そ
の
名
も

「ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
」

大

雨

洪

水

八
月
十
二
日
か
ら
翌
十
四
日
に
か
け

て
の
大
雨
は
近
年
に
な
い
す
さ
ま
じ
い

も
の
で
あ
っ
た
。

所
部
で
は
床
上
床
下
浸
水
５
棟
、

坂

の
上
か
ら
の
崖
崩
れ
、

道
路
欠
損
等
、

馬
形
で
は
川
筋
の
杉
林
流
出
、

田
畑
の

流
出

（写
真
土
嚢
の
手
前
）
。

水
は
馬
形

地
区
中
心
部
の
民
家
を
襲
わ
ん
ば
か
り

で
あ
っ
た
。

仙
山
線
は
全
面
ス
ト
ッ
プ
し
た
ほ
か
、

紅
葉
川
渓
谷

・
遊
仙
映

・
二
口
街
道
沿

い
等
壊
滅
的
で
、

い
ま
だ
に
復
旧
の
め

ど
さ
え
つ
い
て
い
な
い
。

幸
い
、

河
川
の
護
岸
工
事
完
了
の
所

は
さ
し
た
る
事
も
な
く
胸
を
な
で
下
ろ

し
て
い
る
。

流矢 したほうれん車畑



いざゆかん (山寺駅前)

山形一畿
ン
ヽ
諸
熙
冴グ

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体

「山
愛
会
」
と
公

民
館
主
催
に
よ
る
遊
仙
峡
め
ぐ
り
に
は
、

毎
年
１００
名
程
の
参
加
が
あ
り
、

新
緑
の
中
、

植
生
の
勉
強
、

筍
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
、

体

も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、

山
寺
名
物
行
事
。

第42回 全国俳句山寺大会に山寺中学生2名 入選(7月 )

7月 3 1日

鹿
島
　
武
臣

（・
松
倉
と
し
子

（ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
）

（ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）

交
通
安
全
山
寺
支
部
長
小
野
さ
ん
の
呼

び
か
け
で
、

小
中
学
生
か
ら
見
た
交
通
危

険
地
図
を
作
成
、

地
域
ぐ
る
み
で
交
通
事

故
ゼ
ロ
を
目
ざ
し
注
意
を
喚
起
し
た
。

サ
ル
、

年
々
猿
の
い
た
ず
ら
被
害
が
ひ

ど
く
な

っ
て
来
た
。

今
で
は
中
地
蔵
地
区

を
除
き
全
地
区
が
活
動
範
囲
で
、

手
当
た

り
次
第
何
で
も
の
感
が
あ
る
。

大
集
団
に

な
る
と
３０
か
ら
４０
頭
が
ボ
ス
の
合
図
で

一

斉
に
現
れ
る
。

平
成
１０
年
調
べ
に
よ
る
と
、

被
害
面
積

約
１７

ヘ
ク
タ
‐
ル
、

被
害
量
約
１４２
ト
ン
、

金
額
に
し
て
実
に
２
千
７
百
万
円
に
の
ぼ

る
。

（Ｊ
Ａ
山
形
調
べ
）

ク
マ
、

各
地
区
の
山
際
に
出
没
、

中
に

は
サ
ニ
ー
ヒ
ル
の
近
く
ま
で
出
て
ク
マ
注

意
報
が
発
令
さ
れ
た
。

ま
た
所
部
南
院
道

に
ク
マ
現
れ
る
と
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
る

程
。

山
寺
地
区
で
捕
獲
し
た
ク
マ
は
４
頭
。

（平
成
１１
年
）
の
こ
り
は
冬
眠
中
で
あ
る
。

緑と清水を縫って

サ

山形市報で紹介されたヒヤリ地図

表
彰

・
受
賞

ｏ
市
政
記
念
式
典
善
行
者
表
彰

遠
一藤
　
正
治

ｏ
市
老
人
福
祉
大
会
表
彰

布
施
さ
く
の
　
　
後
藤
う
め
子

ｏ
市
社
会
福
祉
大
会
表
彰

武
田
久
之
進

ｏ
自
治
活
動
感
謝
状

矢
萩
　
菊
雄

奥
山
藤
美
次

武
田
　
和
夫

武
田
久
之
進

後
藤
　
孝

一

武
田
格
之
祐

遠
藤
弥
右
衛
門

遠
藤
　
貞
雄

増
子
孝
太
郎

ｏ
市
衛
生
組
合
連
合
会
表
彰

高
見
　
昭
男

ｏ
国
民
年
金
推
進
協
議
会
感
謝
状

後
藤
　
理
吉

ｏ
県
交
通
安
全
協
会
表
彰

小
野
　
匡
義

ｏ
全
国
農
業
会
議
所
会
長
表
彰

後
藤
　
哲
夫

ｏ
市
社
会
福
祉
協
議
会
感
謝
状

矢
萩
　
菊
雄

ｏ
山
形
市
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
　
最
優
秀
賞

全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

山
形
県
最
優
秀
賞

地
蔵
堂
花
壇
愛
好
会

ｏ
地
区
振
興
会
感
謝
状

宮
崎
謡
曲
愛
好
会

松
瀬
　
久
正
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均
寺
の
文
化
財
④

山
形
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

猪
畜
追
薦
　
　
施
主
　
山
寺
惣
中

南
無
天
月
地
蔵
大
菩
薩

如
是
畜
生
発
菩
提
心

宝
憂
曇
呈
日

宝
暦
四
年
は
東
北
地
方

一
帯
が
大
飢
饉
に

み
ま
わ
れ
た
年
で
す
。

人
も
獣
も
飢
え
に

苦
し
み
、

野
獣
が
田
畑
を
荒
ら
し
農
作
物

に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

当
地
は

「殺
生
禁
断
の
地
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、

立
石
寺
の
許
可
を
得
て
猪
狩
を
行
い
、

そ
の
後
猪
の
追
善
供
養
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
時
に
建
て
ら
れ
た
の
が
、

こ
の

「猪

の
供
養
碑
」
で
非
常
に
珍
し
く
、

当
時
の

人
々
の
心
情
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
民
俗

文
化
財
で
す
。

（地
蔵
堂
境
内
）

地
威
童
若
供
碁
傘

こ
の
碑
に
は
次
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。め

の
が
麹
砥

院

南

お
ら
が
地

区
は
山
寺
の

玄
関
口

『山

寺
駅
』
を
中

心
に
東
西
に

走
る
街
道
に

沿

っ
た
四
十

二
一戸
か
ら
な

る
街
並
で
あ

る
。

立
石
寺
の
門
前
町
で
も
あ
る
。

『南
院
』
と
呼
ば
れ
る
由
縁
は
、

慈
覚

大
師
が
山
寺
を
開
山
し
、

立
石
寺
の
末
寺

と
し
て
置
い
た
七
院
の

一
つ

『南
院
』
が

地
区
名
と
な
っ
て
い
る
。

残
念
で
は
あ
る

が
、

こ
の
由
緒
あ
る
末
寺

『南
院
』
が
ど

こ
に
あ
っ
た
の
か
断
定
す
る
資
料
は
存
在

し
な
い
。
し
か
し
、

現
在
の
山
寺
駅
構
内

東
南
近
辺
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。

山
寺
駅
前
か
ら
の
宝
珠
山
の
眺
望
は
観

光
客
の
羨
望
の
的
で
あ
る
。

観
光
シ
ー
ズ

ン
と
も
な
る
と
、

地
区
の
中
心
街
で
あ
る

駅
前
か
ら
宝
珠
橋
に
か
け
て
の
商
店
に
立

ち
寄
る
観
光
客
で
賑
わ
う
。

現
在
、

南
院
地
区
が
抱
え
て
い
る
大
き

な
課
題
は
道
路

『中
鳴
線
』
の
改
修
等
で

あ
る
。

今
、

地
権
者
の
方
々
を
中
心
に
南

院
の
将
来
に
相
応
し
い
道
路
を
求
め
て
精

力
的
に
話
し
合

っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

私
達
が
結
婚
し
た
時
は
ま
だ
食
糧
難
の

時
代
で
し
た
。

あ
の
頃
は
米
を
作

っ
た
り

山
に
薪
を
取
り
に
と
大
変
な
時
代
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
早
い
も
の
で
五
十
年
が
過
ぎ
て
、

テ
レ
ビ
の
普
及
や
水
道
が
通
り
道
路
の
拡

幅
な
ど
、

目
覚
ま
し
い
程
の
発
展
を
し
ま

し
た
。

私
達
夫
婦
も
す
っ
か
り
老
人
に
な

リ
ボ
ケ
に
だ
け
は
な
り
た
く
な
い
と
願

っ

て
い
ま
す
。

今
は
、

次
男
夫
婦
と
孫
二
人

と
毎
日
が
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
暮
ら
し
て

居
り
ま
す
。
こ
の
度
は
宝
珠
の
し
ず
く
に

の
せ
て
頂
き
光
栄
で
す
。

今
後
共
健
康
に
留
意
さ
れ
、

健
や
か
で

楽
し
い
人
生
を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念

し
て
い
ま
す
。

（ほ
か
に
十
組
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
）

ん

ご
夫
妻

（所
部
）

二
人
の
出
会
い
は
高
校
時
代
山
形
駅
で

す
。

千
晶
さ
ん
は
、
と
て
も
や
さ
し
く
て

よ
く
気
が
き
く
ス
テ
キ
な
女
性
で
す
。

山

寺
は
幼
い
時
に
何
度
か
来
た
の
で
な
つ
か

し
か
っ
た
で
す
。

住
ん
で
い
る
人
達
の
人

情
の
温
か
さ
に
感
動
◇

雪
が
多
く
、

野
生

の
動
物
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

（英
樹
）

英
樹
さ
ん
は
と
て
も
や
さ
し
く
誠
実
な

人
で
す
。

二
人
で
、

ほ
の
ぼ
の
と
の
ん
び

り
、

笑
い
の
絶
え
な
い
家
庭
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（千
晶
）

「チ
ー
ち
ゃ
ん
」
「
ヒ
デ
ち
ゃ
ん
」
と
呼

び
合

っ
て
い
る
美
男
美
女
の
カ
ッ
プ
ル
で

す
。
ど
う
ぞ
お
幸
せ
に
〃

（ほ
か
に
七
組
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
）

山形大学人文学科学生 山 寺の生活実態調査 (5月 )

小笠原 健  一 さん

すみ子さん ご 夫妻

増子 英 樹さん

千晶さん ご 夫妻

駅前からお山を望む
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女性合唱団 「′S、うが」山形県社会音楽祭にて奨励賞受賞 (3月 )

佐
々
木
太
口
率
、が

（千
手
院
）

明
治
四
十
四
年
十
月
八
国
生
　
八
十
八
歳

か
く
し
ゃ
く

聖
探
と
し

佐
々
木
さ
ん
は
足
が
不
自
由
で
も
、

今

も
運
転
免
許
を
持

っ
て
か
け
ず
り
廻
る
。

千
手
院
部
落
会
長

（九
年
間
）
と
し
て
、

多
目
的
集
会
所
、

林
道
の
整
備
に
は
特
に

力
を
入
れ
て
き
た
。

小
中
学
校
改
築
に
つ

い
て
は
、

改
築
期
成
同
盟
会
長
と
し
て
推

進
役
と
な
る
。

山
形
市
に
於
い
て
も
林
業

振
興
協
議
会
委
員
、

そ
の
他
の
委
員
も
兼

務
、

山
形
市
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

生
産
面
で
は
花
井
に
力
を
入
れ
、

昭
和

三
十
八
年
、

山
形
園
芸
組
合
連
合
会
を
設

立
し
、

会
長
と
な
る
。

華
道
は
草
月
流
師

範
で
あ
り
、

短
歌
も
た
し
な
む
。

館
報

「や
ま
で
ら
」
に
平
成
四
年
か
ら
小
論
を

載
せ
、

正
に
郷
土
史
そ
の
も
の
。

現
在
で

も
毎
号
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

平
成
十

一
年
中
の
物
故
者

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

千
手
院

武
田
　
幹
雄
殿
　
武
田
　
長
司
殿

後
藤
　
弘
康
殿

所
　
部

増
子
　
忠
次
殿
　
増
子
し
げ
え
殿

鑓
水
　
し
げ
殿
　
武
田
　
　
健
殿

鑓
水
　
武
八
殿
　
増
子
　
あ
き
殿

馬
　
形

小
笠
原
か
つ
よ
殿
　
小
笠
原
キ
ヨ
ノ
殿

川
原
町

細
谷
　
　
清
殿
　
亡返
藤
　
く
ん
殿

南
　
院

堀
川
　
廣
志
殿
　
と込
藤
　
ス
ミ
殿

遠
藤
　
圭
三

殿

士戸
　
沢

後
藤
　
　
哲
殿
　
滝
口
　
一昌
男
殿

柏
倉
　
久
雄
殿
　
伊
沢
勝
兵
衛
殿

山
田
　
　
慶
殿

地
蔵
堂

後
藤
　
　
登
殿
　
布
施
　
　
栄
殿

成
山
よ
し
み
殿
　
矢
萩
　
　
忠
殿

中
地
蔵

布
施
　
繁
雄
殿
　
増
子
た
け
よ
殿

誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
区
振
興
会
役
員

山
寺
地
区
各
種
役
員

山
寺
地
区
振
興
会
長

（山
寺
地
区
広
報
委
員
長
）

町
内
会
長
広
報
委
員

（社
会
福
祉
協
議
会
長
）

（衛
生
組
合
連
合
会
長
）

（防
犯
協
会
山
寺
支
部
長
）

町
内
会
長

（ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
長
）

（教
育
後
援
会
長
）

布
施
真
佐
美

・

広
報
委
員

（敬
称
略
）

武
田
　
俊
昭

増
子
敬

一
郎

冨
樫
　
一
則

布
施
　
佐
利

原
田
　
　
忠

田
中
　
泰
晴

後
藤
　
成
雄

（体
育
振
興
会
長
）
　
　

　

新
関
　
孝
夫

吉
田
喜
代
太

・
伊
澤
　
　
浩

佐
藤
　
英

一
・
後
藤
安
之
助

観
光
協
会
長
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
恒
男

民
生
児
童
委
員
総
務
　
　
　
武
田
久
之
進

福
祉
協
力
員
代
表
世
話
人
　
布
施
　
栄
義

関
係
機
関

山
寺
小
中
学
校
長
　
　
　
　
伊
藤
　
正
明

山
寺
郵
便
局
長
　
　
　
　
　
武
田
三
千
男

山
寺
駐
在
所
　
　
　
　
　
　
石
黒
　
忠
克

山
形
Ｊ
Ａ
山
寺
支
店
長
　
　
丹
野
　
寿

一

山
寺
駅
長
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
　
清

山
寺
芭
蕉
記
念
館
事
務
局
長
　
佐
藤
　
真
弓

サ
ニ
ー
ヒ
ル
山
寺
施
設
長
　
江
口
　
敬
志

サ
エ
ー
ヒ
ル
山
寺
事
務
局
長
　
黒
沼
　
士
日
男

山
寺
公
民
館
長
　
　
　
　
　
伊
澤
　
貞

一

山
寺
公
民
館
事
務
長
　
　
　
武
田
　
憲

一

山
寺
地
区
振
興
会

主
な
活
動

役
員
改
選
に
よ
る
新
役
員
で
の
出
発
。

地
区
民
の
要
望
３３
項
目
を
行
政
側
に
陳

情
、

特
に
中
地
蔵
地
区
に
住
宅
団
地
の
誘

致
促
進
、

中
鳴
市
道
建
設
促
進
。

行
政
と
地
区
の
意
志
疎
通
を
図
る
べ
く

風
雅
の
国
の

「憩
の
丘
」
で
、

山
寺
の
せ

み
を
聞
き
な
が
ら
、

懇
談
会
を
開
催
。

八
月
の
大
雨
災
害
時
に
は
行
政
と
協
力

し
合
い
復
旧
に
奔
走
す
る
。

追
分
花
壇
は

二
年
連
続
の
山
形
市
最
優
秀
賞
に
輝
き
、

重
ね
て
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
山
形
県
最
優
秀

賞
受
賞
。

少
子
化

・
高
齢
化
社
会

へ
向
け

福
祉
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る
。

川
原
町
　
笹
原
克
幸
氏
次
男

〃
　
　
今
井
孝
二
氏
長
女

〃
　
　
岩
崎
秀
幸
氏
長
女

中
地
蔵
　
後
藤
勝
実
氏
長
男

圭
太
さ
ん

無
覇
さ
ん

絶
謡

さ
ん

利
樹
さ
ん

西
暦
二
〇
〇
〇
年
が
い
よ
い
よ
到
来
し

ま
し
た
。
も
う
間
も
な
く
二
十

一
世
紀
が

始
ま
り
ま
す
。

一皆
様
如
何
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

「宝
珠
の
し
ず
く
」
第
四
号
が
で
き
ま

し
た
の
で
お
届
け
致
し
ま
す
。

創
意
と
工

夫
で
内
容
を
紙
面
の
許
す
限
り
充
実
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
居
，
ま
す
。

取
材
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
気
付
き
の
点

等
あ
り
ま
し
た
ら
公
民
館
ま
で
ど
う
ぞ
お

寄
せ
下
さ
い
。　
　
　
．

編
集
委
員
　
　
　
　
　
　
！　

　

！

！後
藤
哲
夫
　
伊
澤
貞
一
！
武
田
俊
昭
！

武
田
　
誠
！
遠
藤
ま
き
子
！

毎年発行予定 ・保存しておきましょう
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